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浦賀水道におけるべラ科魚類2種の分布記録

林 公義・田丸秀幸

Masayoshi HAYASHI & Hideyuki T AMARU . Distributional Record of 

Two Labrid Fishes from the Uraga Channel 

はじめに していたが，セジロノドグロベラのいた砂場のほうに

浦賀水道に面した千葉県館山市坂田の地先で，ベラ は移動しなかった。両種を採集した当日，同じ場所で

科魚類（Labridae〕のクロフチススキベラ Ananψses 観察されたものにはカミナリベラ・ササノハベラ・ス

melanurus Bleekerとセジロノドグロベラ Macro ズメダイ・シコラタイなどがある。

ρharyngodon negrosensis Herr巴の2種が採集された。

日本産魚類大図鑑（益田ほか編， 1984〕の解説 〔荒賀， 外部形態の特徴と測定値

1984）によれば両種は稀種で，日本沿岸における分布 セジロノドグロベラの成魚は全長120mmに達するが，

域も沖縄島以南とされている。なかでもセジロノドグ 採集された個体（国立科学博物館魚類資料 NSMT-P

ロベラは採集例が｛tjl縄県の瀬底島と黒島の2回あるに 30021）は全長33.8脚の幼魚である。荒賀 〔1984〕によ

すぎない。クロフチススキベラについては，日本産魚、 れば，沖縄県で採集されている 2個体も体長は46.0,

類大図鑑の発行後に沖縄県以北の海域での目視観察例 61. Ommの幼魚、j閉のものである。日本に分布するノドグ

があると聞いているが， 著者らの知るかぎりでは採集 ロベラ属〔Macropharyngodon〕には本種の他にノドグ

例として報告されたものはなし、。浦賀水道における両 ロベラ（M.meleagris〕，ウスパノドグロベラ（M.mo-

種の採集記録は，両種の分布域を考察する上での 1資 yeri）の2種が知られ，鰭条数や側線鱗数などはよく

料となるものなのて、本誌に報告する。 類似しているが，それぞれの体色斑紋には特徴があ

る。むしろセジロノドグロベラの幼魚の体色斑紋はー

採集経過 見するとブチススキベラ （Anampsescaeruleopuncta-

著者のひとり田丸により両種は共に1988年12月8 tus）の幼魚、と類似しているので，相模湾以南に多く分

日，千葉県館山市坂田沖の水深20～2lm付近から採集 布するブチススキベラの幼魚の目視観察は注意を要ず

された。両種が出現する前の水温は16～17°Cと低め る。体高は高く体長の32.29援で，よく側扇している。

であったが， 採集した当日は18°cに上昇していた。 3耕｛ある啓鰭車車の第1車車は微小で外観ではわかりにく

セジロノドグロベラは水深2lmて、発見し，砂場と磯 い〔図1 A，表1参照〉。

根の境目に設置された定置網固定のための土俵（直径 グロフチススキベラはセジロノドグロベラに比べる

2m内に約20個， 高さは約40C掴〉の上や周辺を遊泳じ と，沖縄や南西諸島の海域で幼・成魚が採集されてい

ていた。近くにある岩場のほうにはあまり移動しなか るようで， 成魚は全長 l20mmに達する。今回採集され

った。田丸は1988年の 1月（水混16°c〕にも同所でセ た標本は体長46.4胴の幼魚て‘あるが，体色斑紋の特徴

ジロノドグロベラ 1個体を観察しており， VT Rで記 は荒賀 （1984,Pl目197L，体長lOOmm）の記載とよく

録したのち採集し鴨川シーワーノレドに移送した。林は 一致した。日本に分布するススキベラ属〔Anampses)

VT  R映像資料を確認し，セジロノドグロベラと同定 は6種が知られ，成長や性別によって体色変化が著し

できた。 いので同定が難しし、。体色斑紋が本種とよく類似して

グロフチススキベラはやはり前種を採集した場所の いるのは同属のホクトベラ（A.meleagrides〕やブチ

近くで発見し，水深は2omて、磯根の岩場を中心に遊泳 ススキベラ（A.caeruleopunctatus）の幼魚や雌であ
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図1採集されたセジロノドグロベラとクロフチススキベラ

セジロノドグロベラ（Macropharyngodonnegrosensis) 

A 千葉県館山市坂田，NSMT-P30020，体長 27.0mm
クロフチススキベラ (Anamps巴smelanurus) 
B.千葉県館山市坂田， NSMT-P30021，体長46.4mm
c.静岡県伊東市富戸， YCM-P19976，体長 35.2mm

t 

る。体側にある白色縦列小斑や頭部の白色小斑の配列 分布域の検討

はいす．れも類似しているが，尾鰭の配色に着目するこ 荒賀（1984〕で報告されているベラ科の分布域をみ

とで区別することができる。 RANDALL(1972）は，本 ると，近年精力的に行われてきた沖縄ー南西諸島海域

種の体色斑紋がインド一太平洋産と紅海産（頭部や体 の調査に基づいて，多くの種類が日本の沿岸に生息す

側の白色斑が点列状でなく線状につながる〉との間で ることが明らかになった。そのなかでも珊瑚礁とその

異なることを指摘し，前種を A.melanurus melanu 周辺域に分布の中心があるものが多く，これらの種類

rus，後種に A.melanurus lineatusの亜種名をあた についてはその海域が繁殖の中心的な場となってい

えて区別しているo RANDALL (1972）に従えば，南日 る。一般にベラ科魚類の生活生態を考えると，ある程

本の沿岸域で採集されているクロフチススキベラはイ 度まとまりのある繁殖集団があまり広くない範囲の中

ンド一太平洋産の亜種に同定される。体長に対する体 で移動を行うタイプといえる。ススキベラ属やノドグ

高比 （27.2～29.7%）はセジロノドグロベラ（32.2%) ロベラ属の種類ば低緯度の珊瑚礁海域が主な生活水域

よりも低い （図1-B, C，表1参照〉。 であり，また繁殖もその海域が中心となっている。こ
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表 1 クロフチススキベラ（A.melanurus）と
セジロノドグロベラ（M.negrcsensis）の外部形質における測定値

種類 A. melanurus 円.negrosensis 

標本番号 NS門T-P30位1 YC門Pl9976 NS円TP30020 

採集場所 館山市坂回 伊東市富戸 館山市坂田

採集日 1988.Dec. 8 1989. 1988.Dec. 8 

背鰭条数 IX,12 IX, 12 IX, 11 

警鰭条数 ill' 12 皿，12 血，11

胸鰭条数 i十12 i + 12 j + 11 

尾鰭条数＊ 7 + 7 7十7 7 + 7 

有孔側線鱗数 26 27 28 

体長 46.4m111 35.2冊聞 27.0冊冊

体高 13.8 29.7柿 9.6 27.2 8.7 32.2 

頭長 16.8 36.2 12.0 34.1 5.6 20.7 

吻端一背鰭前基部 14.3 30.8 12.1 34.4 8.6 31.9 

吻端一胸鰭基部 14.8 31.9 11.1 31.5 9.4 34.8 

吻端一腹鰭基部 16.6 35.8 12.5 35.5 8.8 32.6 

吻端一瞥鰭前基部 25.9 55.8 19.1 54.3 14.0 51.9 

吻端虹門 24.8 53.4 18.0 51.1 13.5 50.0 

背鰭基底長 26.8 57.8 21. 7 61.6 17.2 63.7 

害鰭基底長 17.7 38.1 14.1 40.1 10.4 38.5 

胸鰭長 8.2 17. 7 6.5 18.5 5.5 20.4 

腹鰭長 6.1 13.1 4.3 12.2 5.8 21.5 

尾鰭長 9.5 20.5 6.6 18.8 6.8 25.9 

尾柄高 6.5 14.0 4.9 13.9 3.9 14.4 

吻長 4.5 26.8持率 3.4 28.3 2.8 50.0 

限径 3.2 19.4 2.7 22.5 2.3 41.1 

両限間隔 4.1 24.4 3.4 28.3 3.3 58.9 

上顎長 2.5 14.8 2.1 17.5 1.2 21.4 

＊．．．．尾鰭の分節軟条（上部＋下部）数．

林．．．各形質の体長比． 神$．．．各形質の頭長比．
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のような観点からは今回採集されたセジロノドグロベ

ラとクロフチススキベラの幼魚は採集された海域周辺

での繁殖個体とは考えにくい。相模湾や東京湾口では

10～11月にかけて南日本の海域に生息する沿岸魚類が

多く採集される例（林・伊藤， 1974，林，1979a,b，工

藤ほか， 1988；林ほか，1989；東ほか， 1989〕が報告

されている。 しかしチョ ウチョウウオ科魚類の場合と

同様に，黒潮沿岸流によって運ばれてくるが冬期の耐

視限界や選択餌料などの点ではほとんどが死滅回遊で

終わる。ベラ科のなかでも本種らはこれと同様な経緯

の分布記録種と解釈できる。

沿岸遊泳性魚類の正確な分布域の把短は大変むずか

しい。ク ロフチススキベラについては，本報以前にも

多数のダイバーの方から私信として駿河湾や相模湾で

の幼魚の観察例を連絡いただいていたが， 今回千葉県

館山市奴回（NSMT-P30021）と静岡県伊東市富戸地

先（横須賀市自然博物館魚類資料 YCM P19976）で

標本入手ができたのを機会に，採集記録場所を明確に

した。

お わリ に

本報告を作成するにあたり，機本の借用を許可くだ

さった国立科学博物館動物研究部の松浦啓一氏，クロ

フチススキベラ（YCMP19976）の写真と標本を寄贈

いただいた益田海洋プロダグションの主主回一氏に深く

感謝する。また海中観察の機会をくださった日本海洋

資源開発（SEACROP）の成田均氏にお礼申しあげ

る。
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